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Ⅰ．緒言
近年集中治療の発展により、多くの患者が重篤な状
態から回復し、社会復帰できるようになってきている。
しかしそのような中、重篤な状態であった患者が集中
治療室（Intensive Care Unit：以後 ICU）を退室した
後に、心的外傷後ストレス障害（Post Traumatic 
Stress Disorder：以後 PTSD）や長期的にうつ症状の
持続などにより患者の生活の質（Quality of Life：以
後 QOL）を低下させている 1）ことが数多く報告され
ている。これらは集中治療後症候群（Post Intensive 
Care Syndrome ；以後 PICS）と呼ばれており、患者
とその家族から成る概念であるとされている 2）。集中
治療を受けた ICU Survivor の中には退院後も引き続
き、身体機能障害、認知機能障害、精神機能障害の後
遺症に苦しむ患者もいる。身体機能障害では、重症疾
患の発症後に左右対称性の四肢のびまん性の筋力低下
を生じる ICU-Acquired Weakness（以後 ICU-AW）を
はじめとした運動機能の低下がある。また、急性呼吸

窮迫症候群（Acute Respiratory Distress Syndrome：
ARDS）患者では ICU Survivor の 66.2％が 1 年後も
臨床的に有意な倦怠感を呈する 3）という報告がある。
認知機能障害では、ICU でせん妄をおこした患者の
24 ～ 32％が 1 年後にアルツハイマー型認知症と同じ
程度の認知障害をきたし 4）、精神機能障害では ICU退
室 3 か月後で 31％、1 年後で 32％にうつ症状がみら
れるという報告もある 5）。
デンマークでは、ICUに滞在した患者のうち、退院
後 2年かかっても復職できた患者は 68％であったと
報告があるように 6）、PICS の運動機能や認知機能、
精神機能の障害は患者の社会生活やQOLにも大きな
影響を及ぼしていることがわかる。PICS は ICU 入室
中に患者が経験した恐怖体験や苦痛体験、せん妄など
が 7）退院後の患者の生活に大きく影響していることが
予測される。
また、ICU Survivor だけでなく、家族も患者と同様
にストレスを感じ、眠れないなどの精神機能障害の症
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要約
　本研究の目的は PICS への看護介入について報告された研究の知見を統合し、PICS への効果的な看護介入についての
示唆を得ることである。
　国内文献は医学中央雑誌Web 版を用いて、「Post Intensive Care Syndrome」をキーワードに検索し、文献 4件を選
定した。海外文献はCINAHL、MEDLINE を用いて「Post Intensive Care Syndrome」「intervention」をキーワードに
検索した 12 文献を分析対象とした。「ICUダイアリーの効果」「教育の効果」「リハビリテーションの効果」「退院後のフォ
ローアップ介入の効果」「ABCDEFGHバンドルの効果」「PICS-F」に分類できた。
　PICS への効果的な看護介入は、ABCDEFGH バンドルや一部のリハビリテーションプログラムなどに、ある程度
PICS の予防効果が認められるものもあるが、効果が十分に認められる看護介入は現時点では確認できなかった。
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状をもたらす。これをPost Intensive Care Syndrome-
Family（以後 PICS-F）といい PICS の概念の一つで
ある 8）。
ICU Survivor の QOL を低下させている PICS は患
者の社会生活だけでなく、家族にも影響するため、ど
のような看護介入が有効なのかを検討することは重要
である。そのため、本研究の目的は、PICSへの看護介
入について報告された研究の知見を統合し、PICSへの
効果的な看護介入についての示唆を得ることである。

Ⅱ．用語の定義
1．ICU survivor
ICU survivor とは重症疾患により集中治療を受け、
生存した患者とする。
2．ABCDEFGHバンドル
ABCDEFGH バンドルとは（表 1）、もともとは
ABCDEバンドルとして人工呼吸管理の患者を包括的
に改善する目的で推奨されているものであり、のちに
Hまで追加されている。
3．ICUダイアリー
ICU ダイアリーとは ICU の在室中に現在の状況な
ど見当識の把握を助ける目的で、その日のイベントや
状況等を定期的に記入するものである。家族に対して、
患者に起こった出来事や様子を知らせる目的もある。
医療者だけでなく、患者や家族が記入することもある。

Ⅲ．方法
1．文献の選定方法
文献選定のプロセスを図 1に示す。国内文献は医学
中央雑誌Web 版（Ver.5）を用いて、日本での PICS

に対する研究はまだ少ないため、「Post Intensive Care 
Syndrome」のみをキーワードに、発行年は指定せず、
原著論文に絞って検索し、27 件の文献が検出された
（2022 年 4 月 7 日現在）。その中からタイトル、抄録、
論文内容を厳選し、PICS への効果的な看護介入につ
いて記載された文献 4件（表 2）を選定した。

表 1　ABCDEFGHバンドル

図 1　PICS の看護介入に関する文献検索フローチャート
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海外文献は CINAHL、MEDLINE を用いて「Post 
Intensive Care Syndrome」「intervention」をキーワー
ドに、国内文献と同様に発行年は指定せずに検索し、
121 件の文献が検出された（2022 年 4 月 7 日現在）。
そのうち、重複文献 11 件、英語文献でないもの 7件、
先天性疾患が由来となる場合が多い小児または小児の
親を対象者とした 18 件は除外した。次に抄録を熟読
し PICS への看護介入について書かれた 12 文献を選
定し（表 2）、分析対象とした。なお文献の国名につ
いては調査実施場所、著者の所属機関から判断した。
2．分析方法
分析対象文献を入手したのち、著者と出版年、研究
タイトル、内容の項目に分類し、整理した。その後、
PICS への効果的な看護介入について文献から内容を
抽出し、分類した。

Ⅳ．結果
1．対象文献の特性
2012 年に米国集中治療医学会（Society of Critical 
Care Medicine：SCCM）が PICS という言葉を提唱し
て以降の 2016 年から急速に文献が増加している。
2．PICS への効果的な看護介入内容の分類
国内文献 4件、海外文献 12 件の計 16 文献を研究内
容別に分類した。PICS の効果的な看護介入において
は、「ICUダイアリーの効果」「教育の効果」「リハビ
リテーションの効果」「退院後のフォローアップ介入
の効果」「ABCDEFGH バンドルの効果」「PICS-F」
に分類できた。
1）ICUダイアリーの効果（表 3）
ICUダイアリーの効果の研究は 6文献あった。すべ

ての文献とも医療スタッフと家族がダイアリーを記入
していた。患者本人も記入していたものも1件あった。
ダイアリーには、患者が ICU 入室中にどのようなこ
とがあったのかという、患者の記憶を補完する目的と、
患者のそばにずっといることができない家族に対し
て、患者に起こった出来事や様子を知らせる目的の 2
つがある。患者、家族の両方を目的としたものが 3
件 15）23）24）、家族を目的としたものが 2件 11）12）、患者
を対象としたものが 1件 16）であった。
また、3文献 12）15）24）は、患者や家族からの発言を
質的に評価している。これらにおいては、患者や家族
からの評価が高かった。Drumright ら 15）は ICU ダイ
アリーだけでなく、ABCDEF バンドルとピアサポー
トプログラムも併用して、評価している。ICUダイア
リーは患者にとって、ICU在室中の鎮静などにより記
憶がない時間の状況を補完することができる。家族に
とってはダイアリーを記入することで、家族が感じて
いる恐怖や無力感を表現する手段となったり、医療者
が記入したダイアリーを読むことで患者自身に起こっ
た出来事や様子を知ることができる。ダイアリーは医
療者、患者、家族間のコミュニケーションの向上や家
族がケアへ関与することなどに良い影響を与えるとし
ていた。
しかし、Sayde ら 16）の研究ではダイアリーによる
PTSD改善の効果について調査したが、ICU退室後 4，
12，24週が経過してもPTSDの改善は見られなかった。
2）教育の効果（表 4）
教育の効果について述べられた論文は 2 件であっ
た。Daniels ら 21）は初めに、PICS 患者にインタビュー
をしている。そこで、QOL 向上における障壁として

表 3　ICUダイアリーの効果
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PICS に対する患者の認識・理解の欠如が挙げられて
いた。特に ICU 在室中に患者が自分に何が起こった
かを理解することが困難であり、孤立感を感じ、助け
を求めることも困難であったとしている。そこで、退
院後も継続して教育用ビデオ、資料、オンラインと対
面式の支援グループなどを実施していた。しかし介入
後のQOLの評価では有意差が見られず、退院先、再
入院率、職場や自宅への再復帰率にも差がなかったと
している。
また、Locke ら 24）はパイロットスタディの段階で

あるが、ICUダイアリーとともに PICS についての教
育パンフレット、PICS/PICS-F のショートビデオを
作成し、家族が視聴できるよう患者教育チャンネルや
Facebook を用いて公開し、患者や家族からの高評価
を得たとしていた。
3）リハビリテーションの効果（表 5）
リハビリテーションの効果について示した論文は 4
件あった。対象は患者としたものが 4件、そのうち 1
件は患者だけでなく、家族も対象とした研究であった。
実施時期は国内の文献では 2件とも入院中の介入であ
り、海外の文献は退院後の患者を対象としたもので
あった。
入院中にリハビリテーションの介入を実施した文献
は 2件とも症例報告であった。今井ら 9）は入院中から
の重症COVID-19 により隔離が必要な患者に自主的な
リハビリテーションを課し、モニタリング及び遠隔カ

メラで観察し、PICS を予防できたとする症例を報告
した。森島ら 10）は入院中に PICS を発症し、ICU-
AW、せん妄の症状がみられた患者に対して、入院中
に有酸素運動と低負荷のレジスタンストレーニングの
実施により ICU-AWの改善とせん妄の改善が見られ
た症例を報告した。
Major ら 13）は 48 時間以上人工呼吸器を装着した患

者のうち、Medical Research Council スコア（MRC
スコア）やADLが低下した患者に対し、REACHプ
ログラムと呼ばれるプログラムを退院後 1週間以内に
開始した。患者は機能的エクササイズ、レジスタンス
トレーニング、栄養療法などの介入を受けた。介入群
は通常ケア群と比較して受診率と心理士の介入が減少
し、職場復帰率には有意差が見られた。しかし HR-
QOL では 6 か月が経過しても、介入群、通常ケア群
共に標準には達しなかったとしている。
また、Henderson ら 14）は Ins:PIRE プログラムとい

う介入を行っている。Ins:PIRE プログラムは ICU 
Survivor と介護者に対し、5週間の集学的ピアサポー
トリハビリテーションプログラムを実施するものであ
る。退院後 12 週目には患者の 41％に不安の症状が、
22％にうつ病の症状があった。また、家族の 57％に
不安の症状が、35％にうつ病の症状があった。しかし
1年後のフォローアップではいずれも改善が見られた
としている。

表 4　教育の効果

表 5　リハビリテーションの効果
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4）退院後のフォローアップ介入の効果（表 6）
退院後のフォローアップ介入の効果についての論文
は 4文献あった。Hanifa ら 19）は ICU Survivor に対し、
ICU看護師がフォローアップ診察を行い、質的に評価
している。フォローアップ診察は患者に自分の PICS
の症状を理解させるきっかけになるとしている。
Jónasdóttir ら 20）も看護師が主導して、退院 1週間後
に電話インタビュー、3 カ月後にフォローアップを
行っている。しかし 12 か月後の PTSD 症状、不安、
うつ症状は改善されなかったとしている。
Sevin ら 22）は ICU リカバリーセンターを開設し、
その実現可能性を評価した。参加した患者の 64％が
認知障害を有し、32％に不安が、27％にうつ病が見ら
れ、さらに 3％の患者には、うつ病と不安の両方が見
られたことを報告している。
5）ABCDEFGHバンドルの効果（表 7）
バンドルについて書かれた文献は 3件であった。バ

ンドルは前半のAから Eに関してはすべての文献で
使用されていた。Fから Hに関して比較的新しい概
念であるため、使用されていない文献もあった。また、
バンドル単独で評価した文献は 1件 17）のみであり、2
件はリハビリテーションやダイアリーなどと併用した
研究であった。Lee17）らは初期のABCDEバンドルを
受けた群と改良したABCDEバンドルを受けた群を比
較した。改良したバンドルを受けた群は、深鎮静が有
意に減少し、早期リハビリテーションの開始が有意に
増加したことにより、ICU-AWやせん妄患者を減少さ
せることができ、結果的に PICS を減らすことができ
たと報告している。
6）PICS-F について（表 8）
PICS-F について記述された研究は 3 文献あった。
国内文献は ICU ダイアリー、面会制限の緩和を併用
して行った研究であった。ICUダイアリーも面会制限
の緩和も家族から肯定的な意見が得られていた。

表 6　退院後のフォローアップ介入の効果

表 7　ABCDEFGHバンドルについて

表 8　PICS-F について
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Cairnsら18）はSensation Awareness Focused Training
（SAF-T）の実行可能性を検証している。ICUで人工
呼吸を受けている患者の配偶者 10 名を対象に 3日間
実施していた。SAF-T は有害事象もなく、患者の配
偶者の受け入れは可能であり、ストレススコアは
SAF-T 実施後に有意に低下した。

Ⅳ．考察
本研究では、PICS への効果的な看護介入について

明らかにすることを目的に文献検討を行った。
PICS に対する看護介入が様々に試行されており、
ICUダイアリーの効果の研究では、質的な評価と介入
研究が行われている。ICUダイアリーは、ICUに入室
している間に歪んでしまった患者の記憶を正し、ICU 
survivor の記憶を補うものであるため、質的には患者
の評価は高いが、介入研究においては明らかな効果は
見られていないことがわかった。その後、Garrouste-
Orgeas ら 26）は 2019 年に JAMAで「Effect of an ICU 
Diary on Posttraumatic Stress Disorder Symptoms 
Among Patients Receiving Mechanical Ventilation: A 
Randomized Clinical Trial」において結果を報告して
いるが、やはり 3 カ月後の PTSD の患者数の減少は
なかったとしている。現段階では ICUダイアリーに、
患者の PICS を予防する効果は十分には期待できない
ことが推察される。
ICUダイアリーは家族の PICS-F 予防の効果も検討
されている。ICUダイアリーにより、家族は面会をし
ていない時間の患者の様子を知ることができ、医療者、
患者、家族間のコミュニケーションが活発となり、家
族がケアに関与することで家族の精神状態に良い影響
を与えることができていた。患者の家族が ICU ダイ
アリーを記入することにより、患者への思いや家族自
身のつらさや苦しみを表出することが可能となってい
るのではないかと考える。近年のCOVID-19 感染症に
伴う影響により、今まで以上に ICU での面会が困難
となっている状況の中、PICS-F への介入は非常に重
要になってくると思われる。
教育の効果では、ICU survivor に対して教育パン
フレット、教育ビデオ、ショートビデオ、患者教育チャ
ンネルや Facebook などのツールが患者の高評価を得
ていた。近年はハンドアウトだけでなく、動画での教
育、とりわけ SNS を活用した教育が多くなってきて
いる。しかしながら、現時点ではこれらも PICS の改
善に明らかな効果を示すものはなかった。
リハビリテーションの効果について示した論文は 4

件あり、国内の 2件は症例報告で、すべて入院中の介
入である。入院中の介入はABCDEFGH バンドルの
「E」の一部である。海外文献ではREACHプログラム、
Ins:PIRE プログラムと呼ばれるリハビリプログラム
の効果を検討している。いずれもICU入室中ではなく、
ICU退室後から退院後のリハビリテーションを実施し
ている。REACHプログラムにおいては PICS の改善
に効果が認められなかったが、Ins:PIRE プログラム
では効果が見られたとしている。これらのリハビリプ
ログラムは身体運動の介入だけでなく、栄養指導やピ
アサポートなど、複合的に介入している。しかしこれ
らから、退院後のリハビリテーションも研究が十分で
なく、まだ効果があるとは言い切れない状況である。
退院後のフォローアップ介入の効果においては、看
護師が中心となってフォローアップ診察が行なわれて
いた。これは患者に自分の PICS の症状を理解させる
ことには効果がみられている。しかし PICS の症状改
善までには至らないことも明らかとなった。
患者に対する PICS を予防するためにABCDEFGH
バンドルが推奨されている。もともとはABCDEバン
ドルとして人工呼吸管理の患者を包括的に改善する目
的で使用されているが、PICS、PICS-F 予防のため、
さらに F、G、Hが追加された。Lee ら 17）の研究では
ABCDEバンドルにより、集中治療患者の深い鎮静を
減らし、PICS が予防できることを示した。また、
Barnes-Daly ら 26）は ABCDEFバンドルが遵守される
ことでせん妄でない期間が 2％増加したとしている。
PICS のリスク因子である人工呼吸器の装着期間や鎮
静剤の量を減らすこと、せん妄期間を短くすることが
PICS の予防効果を上げることにつながっている。
ICUでの包括的な管理は、患者の退院後の生活に大き
な影響を及ぼすことがわかった。G、Hの項目に関し
てはまだ新しい項目であり、効果は明らかになってい
ない。
PICS-F に対しては SAF-T の実施を ICU 入室中の
介入がストレスを軽減するとされているが、効果はま
だ十分でないことが明らかとなった。家族のニードを
満たし、家族への十分なサポートをすることが
PICS-F への予防介入への一助となる可能性がある。
これらから、国内外のいずれの研究においても
PICS に対する効果的な介入はまだ明らかにされてい
ないことがわかった。PICS は複合的な障害であり、
ABCDEFGHバンドルのようにいくつもの介入をする
ことと、患者の個別性に寄り添った介入が必要である
ことが推測された。今後、さらなる効果的な介入方法
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に関する実証研究が望まれる。

Ⅴ．結論
PICS への効果的な看護介入について文献検討から

以下のことが明らかとなった。
1．  PICS への看護介入は、ICUダイアリーや教育、リ
ハビリテーション、退院後のフォローアップ介入、
ABCDEFGHバンドルなどが実施されている。

2．  ABCDEFGH バンドルや一部のリハビリテーショ
ンプログラムなどに、ある程度 PICS の予防効果
が認められるものもあるが、効果が十分に認めら
れる看護介入は現時点では確認できなかった。

　なお本研究は令和 3年度科学研究費（基盤研究（C）
21K10803）の助成を受けて行った
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